作図の応用問題①

（１）三角形の3つの頂点を通る円
（２）線分ABを１辺とする正方形



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　B

（３）３点Ａ，Ｂ，Ｃを通る円　　　　　　（４）下の正三角形ABCで∠BAD＝30°

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でAB＝ADとなる点Dを作図せよ。



作図の応用問題②
（５）点Ｐを通り、ℓに平行な線　　　　　（６）点Ａでℓと接し、点Ｂを通る円

　　　　　Ｐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ


ℓ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ℓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ　　　

	（７）下の△ABCの辺AC上の点Dから

　　　辺AB上の距離を表す線分DEを

　　　作図しなさい。

　　　　　　　　　　　　　A

　

                                D

　　

　　　　B　　　　　　　　　　　　C


	（８）下の四角形ＡＢＣＤはBC＞ABで

　　　AB＝AD＝DCである。

　　　辺BC上に点Ｅをとり、△ABEと

　　　四角形AECDの周が同じ長さに

　　　なるように、線分AEを作図せよ。

　　　A　　　　　　D


        Ａ              

  B                          C




作図の応用問題③
	（９）∠APQ＝90°になる点Qを直線ℓ

　　　上に作図しなさい。（群馬）

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　P


　ℓ　

　　　　A

　　　　　　　　　　　　　　　　


	（10*）点Aから円Oへの接線を作図で

　　　書きなさい。（青森）　　　


        　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　A

　　　　O　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

  　　　　　　　　　　　




	（11）下の直角三角形と同じ面積の

　　　長方形を作図しなさい。（新潟）

　　　　　　　　　　

　


	（12）点Aを中心として直線ℓに接する

　　　円を作図しなさい。（富山）　　　


        　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　A




作図の応用問題④
	（13）下の線分ABを用いて、

　　　∠BAC＝60°となる直角三角形を

　　　作図しなさい。

　　　　　　　　　　

　

　　A　　　　　　　　　　　　 B



	（14）下の線分ABを用いて、

　　　∠BAC＝30°となる直角三角形を

　　　作図しなさい。（三重）

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　A　　　　　　　　　　　　　　　 B





	（15）直線ℓ上に点Pをとり、△ABCと

　　　△PBCが同じ面積になるように

　　　したい。このような点Pを作図で

　　　求めなさい。（鹿児島）


　　　A

　B　　　　　　　　　　C

　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　ℓ


	（16）下の図で∠ABCの二等分線上で、

　　　点Cから最短距離にある点を作図

　　　しなさい。（千葉）

　　　　　　　　 A

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　B　　　　　　　　　　　　　　C




作図の応用問題⑤
	（17）下の長方形を折って点Dが辺BC

　　上に重なったとき、折り目の線分AE

　　を作図しなさい。

　　　　　　　　　　

　


	（18）下の三角形を折り、点Aが辺BC

　　の中点と重なった。このときの折り目

　　の線分を作図せよ。
　　　





作図の応用問題①　解答例
（１）三角形の3つの頂点を通る円
（２）線分ABを１辺とする正方形

   ⇒垂直二等分線2本の交点が中心
　　⇒垂線を2本など。



（３）３点Ａ，Ｂ，Ｃを通る円　　　　　　（４）下の正三角形ABCで∠BAD＝30°

　　⇒垂直二等分線を2本　　　　　　　　　　でAB＝ADとなる点Dを作図せよ。






　　⇒∠Aの二等分線を引いてから、







ABと同じ長さを計る。


作図の応用問題②　解答例
（５）点Ｐを通り、ℓに平行な線　　　　　（６）点Ａでℓと接し、点Ｂを通る円

　　⇒垂線の垂線


　　⇒Aを通る直線ℓの垂線を引き、






　　　ABの垂直二等分線の交点が中心



　　　　　Ｐ

ℓ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ℓ　　　

	（７）下の△ABCの辺AC上の点Dから

　　　辺AB上の距離を表す線分DEを

　　　作図しなさい。

　　　⇒DからABへの垂線


　　　　　　　　　　　　　A

　

                                D

　　

　　　　B　　　　　　　　　　　　C


	（８）下の四角形ＡＢＣＤはBC＞ABで

　　　AB＝AD＝DCである。

　　　辺BC上に点Ｅをとり、△ABEと

　　　四角形AECDの周が同じ長さに

　　　なるように、線分AEを作図せよ。

　　⇒辺BC上にAB＝BPとなる点Pを

　　　書き、PCの中点が点E

　　　(※解説は最後に追加予定)

　　　　　A　　　　　　　D

        Ａ              

  B                          　C




作図の応用問題③　解答例
	（９）∠APQ＝90°になる点Qを直線ℓ

　　　上に作図しなさい。（群馬）


　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　P

　ℓ　

　　　　A

　　　　　　　　　　　　　　　　


	（10*）点Aから円Oへの接線を作図で

　　　書きなさい。（青森）　　　

　◆中2範囲の「円」の知識が必要

　（※解説は最後に追加予定）


        　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　A

　　　　O　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

  　　　　　　　　　　　




	（11）下の直角三角形と同じ面積の

　　　長方形を作図しなさい。（新潟）

　　　　　　　　　　

　



	（12）点Aを中心として直線ℓに接する

　　　円を作図しなさい。（富山）　　　

        　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　A

※接点を確認する。


作図の応用問題④
	（13）下の線分ABを用いて、

　　　∠BAC＝60°となる直角三角形を

　　　作図しなさい。


　　　　　　　　　　

　

　　A　　　　　　　　　　　　 B

※∠A＝60度、∠B＝90度でも書ける。


	（14）下の線分ABを用いて、

　　　∠BAC＝30°となる直角三角形を

　　　作図しなさい。（三重）

　※左の問題を左右逆に作図する。

　

　(別)正三角形の60度をもとに

　　　　角の2等分線を書く。

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　A　　　　　　　　　　　　　　　 B





	（15）直線ℓ上に点Pをとり、△ABCと

　　　△PBCが同じ面積になるように

　　　したい。このような点Pを作図で

　　　求めなさい。（鹿児島）

※BC//APとなるようにする。

　　　A

　B　　　　　　　　　　C

　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　ℓ


	（16）下の図で∠ABCの二等分線上で、

　　　点Cから最短距離にある点を作図

　　　しなさい。（千葉）


　　　　　　　　 A

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　B　　　　　　　　　　　　　　C




作図の応用問題⑤
	（17）下の長方形を折って点Dが辺BC

　　上に重なったとき、折り目の線分AE

　　を作図しなさい。

　AD＝AEをコンパスで測る

　


	（18）下の三角形を折り、点Aが辺BC

　　の中点と重なった。このときの折り目

　　の線分を作図せよ。
　　　

　BCの中点とAの垂直二等分線





【参考】作図の考え方

　コンパスを使う前に、形・場所を手書きで予想する。

　予想図を見ながら、手順を考えていく。

　☆よくある考え方。

　　①2点から距離が等しい
→
垂直二等分線

　　②2直線から距離が等しい
→
角の二等分線

　　③折り返す


→
垂直二等分線、角の二等分線

　　④最短距離・距離

→
点から直線への垂線

　　⑤円が接する、接線

→
接線と半径は垂直

問題改変の参考

(15)の解答以後の図中の丸数字、記号のテキストボックスは「前面配置」

それ以外のテキストボックスは(テキストが)四角配置なので、移動により配置がくずれるときがあります。
テキストボックスの移動で他の部品や行、テキストがずれてしまう場合は、テキストボックスを右クリックして「テキストボックスの書式設定」→「レイアウト」→「前面」として下さい。問題図中の記号はテキストボックスではなくほとんどがテキストで書いてあります。
　このプリント内の図形はすべてWORDの描画機能で描いて、問題ごとにグループ化してあります。図形を書き換えたいときはグループ化を解除して部品ごとに改変してください。

長さや、点の名前はグループ化されたままでも変更することができます。

　チェックはしたつもりですが、問題文や図、答えに誤りがある場合もあります。
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